
犯人から電話等を
受けた年月日

犯人からの求めに応じて
振込送金した年月日、場所

疎明資料の
種類

警察への提出
の有無

　犯人の名前を記載し
てください。
　分からない場合は「不
明」と記載してください。
　犯人の氏名が複数分
かる場合は、全て記載
してください。

　犯人があなたにかけ
るときに使った電話番
号又は犯人からかける
ように指示された電話
番号が分かる場合は全
部記載してください。
　分からない場合は「不
明」と記載してください。

　振込送金する前に
犯人から受けた（又
はあなたが犯人にか
けた）電話の年月日
を全部記載してくださ
い。
　正確には覚えてい
ないという場合は、
覚えている範囲で記
載してください。
　全く分からない場
合は「不明」と記載し
てください。

　振込送金した年月日、場所につ
いて記載して下さい。

　振込送金した金額を
記載してください。
　分からない場合は「不
明」と記載してください。

　振込送金先の口座名
義、銀行名、口座番号
を分かる範囲で記載し
てください。
　全く分からない場合は
「不明」と記載してくださ
い。

　犯人が電話で話したうその内容を記載し
てください。
　振込送金した回数が２回以上ある場合
は、振込送金ごとに、うその内容をそれぞ
れ記載してください。

　犯人からのうその電
話を信じて振込送金し
たことを明らかにする
資料の種類（通帳の
写し、取引明細書な
ど）を記載してくださ
い。

　左の欄に記載した疎
明資料のうち、既に警
察に提出したものがあ
れば、その疎明資料
の種類を記載してくだ
さい。
　左の欄に記載した疎
明資料全部を既に警
察に提出してある場合
は、「全部」と記載して
ください。
　警察に何も提出して
いない場合は、「無」と
記載してください。

　あなたの氏名が被
害当時と異なる場合
は、当時の氏名及び
フリガナを記載してく
ださい。

　氏名が異
なる場合
は、その原
因となった
事実（結婚
等）を簡潔に
記載してくだ
さい。
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犯人が言ったうその内容

疎明資料 当時の氏名及びフ
リガナ（現在の氏
名及びフリガナ）

原因事実

記
載
要
領

１回の振込送金ごとに１つの行を使ってください。１つ上の欄と内容が同じ場合は「〃」の記載で結構です。

振込送金先
（口座名義、銀行
名、口座番号）

被　害　状　況　別　紙

番
号

犯人の名前
犯人が使ったと思わ
れる電話番号

被害にあった年月日

振込送金の金額


